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【背景と目的】

大分大学医学部の卒前教育では、5年次生のクリニカルクラークシップでの地域滞在型実習、および3年次生のシャドウイングにおいて、へき地病院・診療所で学ぶ機会を設

けている。しかし、低学年のうちから地域を知る機会が欲しいとの声があり、カリキュラム外で地域医療学センター企画による地域医療セミナーを行ってきた。第5回目に当たる

今回、「大分家庭医療サークル（OMPS）」の医学科1年生(現2年)が実行委員となり企画・運営を行い、離島(大分県姫島村)においてセミナーを実施したので報告する。

【方法と結果】

平成27年8月に医学科1年生5名を実行委員とする委員会を発足し、上級生および地域医療学センターの助言のもと情報収集から開始した。姫島村診療所長と電話やメールを介した相談（依

頼）ののち、面談を経て、セミナー実施の了解をいただいた。平成28年1月23日に現地視察を行い、村長をはじめとした行政の方々、地元議会、NPO団体の方々と参加学生に対して姫島村の魅

力を伝えるための検討会を行った。その後、実行委員、姫島村それぞれメール等で内容を推敲した。22名の学生が参加し、セミナー前後でアンケートを行った。
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あなたは患者さん役です。以下を読んでロールプレイに臨んでください。
氏名：姫島 海老蔵 年齢：70歳

☆患者背景
生まれも育ちも姫島で、中学校を卒業してから漁師一筋で働いてきた。ほとんど島の外に出
たことはなく、これからも姫島を出るつもりはない。
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た とはなく、 れからも姫島を出る もりはない。
漁協組合で重要な役割についており、自分がいなくなると大変だと、自負している。
島の自然や風土をこよなく愛している。
周りからは頑固ものと言われるが、自分の考えを貫くことの何が悪いのか？と思っている。
足腰は丈夫で身の回りのことは自分でできる。妻であるヒメコと二人暮らし。
もともと高血圧があり10年前から姫島診療所に通っている。それ以外には病気をしたことが
なかった。
1年前に体のだるさと咳が続いて診療所でレントゲンを撮ってもらった。そこで肺に影が見つ

かり、渋々大分市内の病院を受診。肺の影は悪いものとわかり、入院して手術を受けた。そ
の時に大分市内の病院で医者の冷たい態度（目を見て話してくれない。説明を求めると応対
してくれるが、難しい言葉で言われてよく理解できなかった。しかし家族のすすめでむりやり
手術された。）があって嫌な思いをした。

☆今回のエピソード
ここ最近右胸のあばら骨がずっと痛んで我慢していた。長女に無理やり連れられて大分市

内の病院に検査を受けたところ、どうもあばら骨に肺の悪いできものがうつったらしい。
海老蔵の気持ち

無理やり手術されたのに骨にうつるなんて納得できない！でもあばら骨が痛くてしょうがない
から、なんとかしてもらわんと困る！大分市内の病院では難しい言葉でよくわからんかっ
た・・・

大分市内の病院は医者が気に入らんし、姫島から出たくないのもあってもうこれ以上行きた
くない。いつもかかりつけでお世話になってる姫島診療所で痛み止めがもらえればそれでい
い。いつも所長先生には長いことかかっていてお世話になっている。人柄も好き。
最近来た若い先生（柳田医師）のことはよくわからんし、たまに難しい話をしてくるから大分
市内の医者みたいであんまり好きじゃない。

今回、今後の治療のことで相談があるということで呼び出された。いつもかかっている所長先
生は今日出張で、若い柳田先生から話がある。家族と一緒にとのことで、家族の都合上今
日行くことになった。今日は妻のヒメコ、長女の曜子、長男の種彦、長男の嫁のあかねが同
席する。

☆グループワークの前に
上記を読んで、海老蔵さんの気持ちになりきってください。

医師役から今後の治療方針について説明があるので、海老蔵さんの気持ちになりきって今
後のことを自由に話しあってみてください。
時間内に今後の方針を決める必要はありません。
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学生の感想

筆頭演者、共同演者において、開示すべき

利益相反（COI） はありません。

【考察と結語】

今回、地元の方々と地域医療学センターが協力し、医学科１年次生が主体となり、離島における地域医療セミナーを実施した。学生自らが企画することで高い満足度が得られた。また、本セミ

ナーを通して、離島・へき地における医師の役割、地域住民の暮らし、医療ニーズについて理解を深めることができた。

☆ ロールプレイを通して、住み慣れた島で最期を迎えたいという島民の想いがわかった。

☆ 島の人々の生活を体験することができてよかった。 ☆ 総合診療医として、島で医療をしてみたい。

☆ 観光だけではわからない、島民の苦労がわかった。 ☆ 医師のプライベートが案外しっかり確保されていて驚いた。


